


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽇本海海難防⽌協会は、本州⽇本海沿岸(⼭⼝県を除く)及び付近⽔域における、 

海上交通の安全に寄与するため、次の事業を⾏っております。 

  (1) 船舶の航⾏安全及び海難防⽌に関する事項の調査研究 

  (2) 船舶の航⾏安全に関する教育指導及び情報の提供 

  (3) 海難防⽌に関する事項の周知宣伝 

  (4) その他本協会の⽬的を達成するために必要な事業 

アクセス 

○新潟駅(JR信越線)から 

  徒歩 約25分、ﾀｸｼｰ利⽤ 約10分、 

ﾊﾞｽ利⽤ 新潟交通 北ふ頭 約20分 

北ふ頭 停留所下⾞徒歩約5分 

○新潟空港から 

  ﾀｸｼｰ利⽤ 約20分、ﾊﾞｽ利⽤ 北ふ頭 約20分 

○⾞ 

 国道113号線⻯が島郵便局前交差点を左折直進、 

信号を⼀つ通過後右折し約50ｍ 

事業区域 
島根県、⿃取県、兵庫県の北部、京都府、 
福井県、⽯川県、富⼭県、新潟県、 
⼭形県、秋⽥県、⻘森県の⻄部 

【公益社団法⼈ ⽇本海海難防⽌協会が⾏う事業区域図】 

事務所：新潟市 
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Ⅰ 会 務 

Ⅰ－１ 令和２年度 第１回理事会 

発令されていた「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言」が５月 14 日に北海

道、関東、関西圏等の８都道府県を除く 39の県で解除になり、「３つの密」を避け

る対策をとって開催しました。 

１ 開催日 

令和２年５月 20 日（水） 

２ 場 所 

 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市中央区万代５丁目 11番 20 号） 

３ 理事の現在数、出席者数 

(1) 理事の現在数   23 名 

(2) 出席者数 理 事 13 名 

監 事  ２ 名 

４ 議 事 

決議事項 

第１号議案 令和元年度の事業報告及び決算の書類の承認について 

第２号議案 総会の目的である事項の追加について 

第３号議案 役員候補者の選任について 

報告事項 

業務を執行する理事の職務の執行の状況について 

５ 議事の経過概要 

定款第 37 条の規定に基づき南波会長が議長となり議案の審議を開始し、第１

号から第３号議案が出席理事全員異議なく原案のとおり議決されました。 

また、業務を執行する理事の職務の執行の状況について報告して理事会を終了

しました。  
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Ⅰ－２ 令和２年度 通常総会 

新型コロナウイルス感染症対策により、全員がマスク着用、「３つの密」を避け、

席は十分な間隔を保ち、常時換気から入口扉を開放のままで通常総会を開催しまし

た。 

なお、通常総会後に会員相互の親睦と情報交換を行う懇親会は中止としました。 

１ 開催日   

令和２年６月 11 日（木） 

２ 場 所   

ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟（新潟市中央区万代５丁目 11 番 20 号） 

３ 正会員数及び定足数 

   総数 212 名、定足数 107 名 

４ 出席者数 

(1) 出席正会員     25 名(うち代理出席者 ５名) 

(2) 書面表決 正会員  170 名 

５ 会長の挨拶  南波秀憲（㈱リンコーコーポレーション代表取締役社長） 

令和２年度の通常総会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は、なかなか先が見えない新型コロナウイルス感染拡大の影響で、皆様に

は緊張感をもって対応して頂いている中、多数御出席をいただきまして、このよ

うに総会が開催できますことを心から感謝申し上げます。 

また、日頃から、当協会の運営・事業活動に

ご理解とご協力を賜りまして厚く御礼を申し上

げます。 

本日の総会におきましては、令和元年度の事

業報告及び収支決算の書類の承認、役員変更の

承認についてご審議をいただき、令和２年度の

事業計画と収支予算についてご報告を申し上げ

ることとしております。 

 

会長挨拶 
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新型コロナウイルス感染拡大の影響で軒並み行事が中止となり、本日、総会後

の懇親会もないと言うことなのですが、色々な影響が出ておりまして、特にプロ

野球やサッカーのＪリーグ、或いは他のプロスポーツ業界などで約 2,747 億円、

そして夏の甲子園中止で約672億円との経済損失が発生したと先だって新聞報道

がございました。 

当協会における新型コロナウイルスの影響としましては、３月に開催する予定

でありました理事会を急遽書面審議で対応させていただきました。 

委員会につきましては、取り止め、或いは延期、計画の変更などで今後状況を

見ながら開催することとしております。 

委員会開催にあたりましては、「三つの密」が発生しない座席配置、人と人の距

離を確保、マスク着用など感染防止対策をしっかり行う所存でございます。 

昨今、沿岸海域におきましては、再生可能エネルギーの一つとして有望視され

ております洋上風力発電の普及に向けた機運が高まっており、当協会においても

洋上風力発電事業に係る航行安全調査・検討について、平成 28 年度の岩船沖か

ら始まり、30 年度は２件、令和元年度は３件、今年は１件と合計７件の調査・研

究を受託しております。 

この内、６件が秋田県での受託となっております。 

この洋上風力発電事業の展開に必要な環境整備、これを盛り込んだ改正港湾法

が今年２月に施行されました。この法律で政府が洋上風力発電を一段と普及させ

るため用意したもの「基地港湾」の貸付制度であります。 

これは発電設備の設置工事や維持管理の作業基地となるふ頭を発電事業者に長

期にわたり貸し付けると言うもので、これら設置工事や維持管理には広大な土地

と重量物に耐えられる頑丈な岸壁等が必要でその使用される岸壁の強度は、一般

的なコンテナふ頭の 10 倍ほどの強度が必要で、既存のふ頭を改良・補強した上

で事業者に長期にわたって貸し付けることを想定しているようでございます。 

政府は 2030 年までに全国の一般海域の中から５海域を洋上風力発電事業の促

進区域に指定することを目指しておりまして、その有望区域の一つであります「秋

田県能代市、三種町及び男鹿市沖」の沿岸にある能代港では、国土交通省東北地

方整備局が基地港湾への指定を念頭に置いた施設の増強を計画、2023 年度までの

予定で既存岸壁の改良に取り組んでいると聞いております。 
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このように一般海域での事業が解禁されましたことで、普及に拍車がかかると

見られ、特に建設業界では新たな市場として今後、一段と期待が高まるようでご

ざいます。 

次に、今年のゴールデンウイーク期間中の海難事故でございますが、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、各地方公共団体が海岸への立入自粛措置などい

わゆる外出自粛要請により、全国でマリンレジャー活動自体が減少したことが大

きな要因としまして、昨年と比較し船舶事故隻数が約３割減少の 52 隻、人身事

故が約８割減少の６名となっております。 

船舶事故を起こしました原因が、機関故障或いは推進器故障で運航できなくな

ったものが 24 隻と半数を占め、日頃から適切な点検整備を行っていれば防げた

事故であったと思われます。 

今年度も７月 16 日からは全国海難防止強調運動が始まります。 

小型船舶の海難防止では、プレジャーボートの発航前点検、漁船の適切な見張

り、そして荒天時における確実な係留などを徹底する。また、自分の命は自分で

守るためライフジャケットの常時着用など、広く周知活動を行っていきたいと思

っております。 

普段、海に係わりのない方々にも地道な事故防止や啓発活動が必要であり、機

会を捉えて活動していきたいと思っております。 

会員の皆様と共に、より一層、海上の交通安全に寄与して参いりたいと存じま

す。 

最後になりましたが、会員の皆様のご健勝と、ますますの発展を祈念いたしま

してご挨拶とさせていただきます。 

６ 議 案 

決議事項 

第１号議案 令和元年度の事業報告及び決算の書類の承認について 

第２号議案 役員の選任について 

報告事項 

令和２年度の事業計画書及び収支予算書等について 
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７ 議事の経過概要 

定款第 16 条の規定に基づき南波会長が議長となり、議案の審議を開始し、

第１号、第２号議案が異議なく満場一致で承認されました。なお、書面での表

決は賛成 170 名でありました。 

また、令和２年度の事業計画書及び収支予算書等について報告して総会を終

了しました。 

 

 

 

 

 

 

選任された新役員 

理事 株式会社植木組 新潟支店長 植 木 大 吾 様 

理事 株式会社加賀田組 常務執行役員営業本部長 岩 川 祥 二 様 

理事 新日本海フェリー株式会社 執行役員新潟支店長 笠 原  力 様 

監事 日本海曳船株式会社 代表取締役社長 佐 藤 紳 文 様 

 

令和元年度の事業報告及び決算、令和２年度の事業計画書及び収支予算書に

つきましては、公益社団法人日本海海難防止協会ホームページに掲載してあり

ます。 

 

  

審議中（議長） 審議中（後方から） 
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Ⅰ－３ 業務予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内       容 予 定 月 日 

(1) 
八峰能代沖洋上風力発電事業計画に係る航行安全調査 

第１回委員会 
令和２年 ７月 14 日 

(2) 

日本海主要港湾における錨泊船舶の安全対策に関する 

調査研究（新潟港、佐渡島及び直江津港周辺海域） 

第１回委員会 

令和２年 ７月 16 日 

(3) 
秋田県北部海域における洋上風力発電事業計画に係る 

航行安全調査             第１回委員会 
令和２年 ７月 22 日 

(4) 
八峰能代沖洋上風力発電事業計画に係る航行安全調査 

視認シミュレーション 

令和２年 ８月 11 日 

     ～ 12 日 

(5) 会報第 131 号発行 令和３年 １月 下旬 
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Ⅱ 海の安全情報 

Ⅱ－１ 全国海難防止強調運動 

海の事故を防止するには、船舶所有者、運航者をはじめとする海事関係者、漁業

関係者、マリンレジャー関係者など、船舶運航に直接関わる者はもとより、海運、

漁業活動の恩恵を享受している国民一般に対し、海難防止思想の普及、高揚を図る

必要があるとして、今年も海の月間に合わせて、７月16日から31日までの16日間を

「海難ゼロへの願い」をスローガンに官民の関係者が一体となって、「海の事故ゼ

ロキャンペーン」が行われます。 

 運動方針 

(1)重点事項 

①「小型船舶の海難防止」 

②「見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進」 

③「ライフジャケットの常時着用等自己救命策の確保」 

④「荒天時における走錨等に起因する事故の防止」※令和２年度から実施 

(2)推進項目 

①「小型船舶の海難防止」に関する推進項目 

イ プレジャーボートの発航前等の点検の徹底及び適切な見張りの徹底 

プレジャーボートによる船舶事故は全体の約５割を占め、特に機関故障海

難の割合が高い傾向にある。 

原因では、機関整備不良によるものが多いことから海洋レジャーシーズン

に備えての下架後、また、毎発航前等に船体、機関等の点検を行うことの徹底

及び整備業者等による定期的な点検整備の推奨を図る。 

ロ 漁船での適切な見張りの徹底 

漁船による海難は全体の約３割を占め、特に衝突海難の割合が高い傾向にあ

る。 

原因では、見張り不十分によるものが顕著に多いことから適切な見張りの 

徹底を図る。 
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ハ 荒天時における係留船舶の事故防止 

台風による強風等の影響で、係留小型船舶の流出や浸水等が発生している

ことから、早めの係留状況の確認及び固縛の強化、陸揚げ保管等の対策の徹

底を図る。 

②「見張りの徹底及び船舶間コミュニケーションの促進」に関する推進項目 

貨物船やタンカー等の大型船舶による海難は衝突海難の割合が高い傾向に

あり、原因では操船不適切によるものが多い。 

イ 常時適切な見張りの徹底 

相手船の存在を認識しているにも関わらず、不適切な進行により衝突に至

る事故が多いことから、ＢＲＭの徹底を図るとともに、船員間にて互いに確

認し、常時適切な見張りの徹底を図る。 

ロ 船舶間コミュニケーションの促進 

次により、早期に船舶間の意思疎通を図り、相手船の動向を把握すること

で、適切な操船を行う。 

・早めに相手船にわかりやすい動作をとる 

・ＶＨＦや汽笛信号等を活用する 

・ＡＩＳ情報を活用するとともに、正しい情報を入力する 

③「ライフジャケットの常時着用等自己救命策の確保」に関する推進項目 

海中転落した乗船者の安全を確保するために、①海上に浮く②速やかな救

助要請という２点が必要不可欠であることから、プレジャーボート、漁船、

遊漁船について自己救命策（ライフジャケット常時着用、連絡手段の確保、

118番等緊急電話番号の普及）確保に関する周知徹底を図る。 

また、船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則の一部改正により、平成30

年２月１日から小型船舶に乗船する者への救命胴衣の着用義務範囲が拡大さ

れたことも踏まえて、救命胴衣の着用徹底を目指す。 

④「荒天時における走錨等に起因する事故の防止」に関する推進項目 

走錨等に起因する事故防止のために、船舶の取るべき選択肢等を明らかに

したガイドラインを活用し、官民が一体となって船上対応や運行管理に関す

る教育・啓発活動、教育機関での利用、荷主等への協力要請等を行い、事故

防止に係る取組の徹底を図る。 
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東北地方(第二管区海上保安本部)、日本海中部地方(第九管区海上保安本部)、日本

海西部地方(第八管区海上保安本部)において、安全指導・訪船指導などの各種行事が展

開される予定です。詳細は各地方の海難防止強調運動推進連絡会議から周知されます。 
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Ⅱ－２ スマホで「海しる（海洋状況表示システム）」 

第九管区海上保安本部海洋情報部 監理課 

昨年４月１７日に運用がスタートした「海しる」に

ついて、会報第１２７号でご紹介しましたが、その

「海しる」がスマートフォンでも閲覧できるようにな

りました。 

従来の「海しる」では、ある程度の画面の大きさが

必要で、アウトドアで利用する場合はノートパソコン

を持ち出して使うなど機動性では不便な状況となっていましたが、スマートフォン

の画面サイズに合わせた表示ができるようになったことで、どこでも気軽に見るこ

とができるようになりました。 

これにより、スマートフォンがあれば現在海

上で吹いている風の強さや向きをすぐに確認す

ることができますし、その画面に雨の分布を重

ね合わせて表示することもできるので、現場作

業では何かと便利なのではないでしょうか。 

利用方法は、以下のＵＲＬ又はＱＲコードで

スマートフォンに「海しる」を表示させ、画面

上の「入口」ボタンをクリックすることで、使

用しているスマートフォン画面の大きさに合っ

たサイズで表示されます。 

 

 

 

 

 

https://www.msil.go.jp/  

  

出典：海洋状況表示システム

(https://www.msil.go.jp/) 

情報提供元：国土地理院、気象庁 
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Ⅱ－３ 離岸流にご注意！ 

第九管区海上保安本部海洋情報部 海洋調査課 

離岸流とは、海岸に打ち寄せた波が、沖に戻ろうとする時に発生する強い流れです。 

離岸流に流されると、気が付かないうちに、沖に流されてしまいます。 

〇離岸流の特徴 

・流れの速さは、強いところで秒速２ｍになることもある 

※オリンピックに出場する水泳選手でも流れに逆らって泳ぐのは大変！ 

・流れる幅は、１０～３０ｍ程度 

・長さは、数１０ｍ～数１００ｍ 

・海岸線から離れると流れは弱くなる 

〇離岸流に流されてしまったら 

・落ち着く（パニックになると危険です） 

・陸に向かって泳がない 

・浮いて救助を待つ 

・泳げそうな場合は、海岸と平行に泳いで、脱出する 

〇離岸流発生例 

 

 

 

 

 

 

 

〇離岸流情報    

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN9/ripcurrent/ripcurrent.htm 

注：海水浴は開設された海水浴場で行うようにし、開設状況は地方自治体等管理者まで 

お問い合わせください。  
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Ⅲ 寄 稿 欄 

舞鶴の神様達（八幡さん） 

元舞鶴事務所長 山本勝眞  

日本国内でおおよそ数の多い神社といえば、まず「八幡
はちまん

神社
じんじゃ

」の右に出る神社はな

いでしょう。八幡様を主祭神として祀られたものは、なんとその数7,800社以上と言

われています。 

舞鶴市内でも、神社数171社（京都府神社庁発行の舞鶴の神社紹介一覧による）の

うち、八幡神社は19社を数えます。 

今回、舞鶴市内の八幡神社の代表として、東地区「市場」に鎮座される「八幡神社」

を取り上げてみたいと思います。 

この神社は、国道2 7号線を、福井方面から

舞鶴市街地に入った、「市場交差点」のすぐ南

側にあります。 

市場交差点の信号からが参道になっており、

国道脇に一対の狛犬と神社名の石碑が建ってい

ます。 

そこから3～40メートル入ると石造りの一の

鳥居、さらに小路を挟んで進むと数段の石段、

そしてさらに石段を数段上ると木製朱塗りの二

の鳥居に至ります。鳥居は２つとも明神型（笠

木が上方に反った形）です。 

二の鳥居の手前を、ＪＲ小浜線が走っていることは大変面白いことです。 

 

 

 

 

 

 
八幡神社の鳥居 八幡神社入口 

八幡神社

本地図は「地理院地図(GSI Maps)」から編集 



 

 - 13 - 

二の鳥居からさらに石段を上りますと、まず並立したいくつもの境内社が目に入りま

す。大小の違いはありますが、いずれも銅板葺きのしっかりした祠に祀られており、大

変きれいに管理されていました。 

神社境内のＪＲの線路は、文献によれば大正13年の敦鶴線（現小浜線）工事の際に

買収されたとのことです。 

 

境内社は、まず右手に天
あま

照
てらす

大神
おおかみ

をお祀りした祠、次に天照大神、兵
ひょう

主
ず

、愛宕
あ た ご

、大

川、稲荷の５神を合祀した祠、そして大川神社を独自にお祀りした祠が、いずれも東向

きに並び、さらに稲荷、疫
えき

神
がみ

、北野、箭
や

取
とり

、松尾、乙姫をお祀りした５つの独立した祠

が北に向かって並び、その左に11匹の狐（焼き物、稲荷神の守護）を並べた祠となっ

ております。 

境内社に、同じ神様がだぶって祀ってあるのも少し変な気がしないでもありませんで

したが、それはそれとしてその境内社群から、もう一つ石段を上った高い位置に、拝殿

（あるいは神楽殿か？）があって、さ

らにその上方にご本殿がいずれも東向

きに建てられています。 

ご本殿は流 造
ながれづくり

様式の美しい建物で、

覆屋はなく、銅板葺きの素晴らしくき

れいなお社で、拝殿とともによく管理

されています。 

周囲には、杉の古木を中心とした大きな木が茂って、神社の厳かさを醸し出してい

ます。 

 

参道入り口の石柱には「八幡大神社」と彫刻されており、また一の鳥居には、「八幡

神社」「市
いち

姫
ひめ

神社」と神名が並んで記された掲額があります。 

鳥居の掲額の神名は明治32年、三位油小路隆薫氏の寄進とありました。 

由緒によれば、もともとは広島の厳島神社から「市
いち

杵
き

嶋
しま

姫
ひめ

」を勧請し、北海海上鎮

護のために創建され、「海
かい

鎮
ちん

明神
みょうじん

」と称されていたが、その後市杵嶋姫の御神託によ

り、宇佐八幡の祭神を合祀し、八幡神社となったということのようです。 

八幡様ですから、日本の三大八幡宮、大分の宇佐神宮、京都の石清水八幡宮、福岡

の筥崎
ばこざき

八幡宮（鎌倉の鶴岡八幡宮）、の御祭神と同一の神様です。 

ご本殿 
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ちなみに、日本の三大八幡宮に数えるのに、３番目は福岡の筥崎宮か鎌倉の鶴岡八

幡宮かのいずれかといわれますが、神社名としては鶴岡八幡宮が有名かもしれません

が、筥崎宮のほうが旧官幣大社で、官幣中社であった鶴岡八幡宮よりも格が上という

ことになります。 

ただ、どちらを挙げても間違いではなさそうです。 

 

さて、八幡宮の神様、八幡様は、應
おう

神
じん

天皇と同一神とされており、弓箭
きゅうせん

（矢）を

とる武人の神様ということになっています。私の故郷、

島根の石見地方を中心とした、各地の集落に伝わる石見

神楽のなかに、この神様が弓矢をもって悪魔（疫病神）

を退治する「八幡」という演目があって、神様の口上に

「自らは、豊前の国宇佐の宮に現れたるたる八幡
や わ た

麻呂
ま ろ

と

いう神なり。」というのがあります。 

應神天皇は、第15代の天皇で、諡号
し ご う

を「誉田
ほ む た

別
わけの

天 皇
すめらみこと

」

とも称され、足 仲 彦
たらしなかつひこ

天 皇
すめらみこと

（第14代の仲哀
ちゅうあい

天皇）と

気
おき

長足
ながたらし

姫
ひめの

尊
みこと

（神
じん

功
ぐう

皇后
こうごう

）のお子さまです。神功皇后が、

新羅に遠征され、これを平定して帰国後、誉田別尊を出産されました。そして誉田別尊

の天皇即位を妨害する勢力を打ち破り大和に帰還され、誉田別尊は第15代應神天皇と

して即位されたのです。 

應神天皇は、武の神様で八幡様と呼ばれますが、以上のことは古事記の話。 

ところで、八幡大菩薩という称号を御存じの読者は大勢おられると思います。 

そうです、菩薩というのは仏様の一形態で、神道である八幡さんとはもともと異なる

ものでありますが、仏教を大切にされた聖武天皇（８世紀）の御代、神仏習合により八

幡宮と結びついたもので、戦国の武将たちの、戦勝祈願の対象とされてきました。明治

になって廃仏毀釈の政策により、現在は全国の八幡神社として、仏教を離れた神様（神

道）として祀られています。 

 

この八幡神社に合祀されている市姫様は、大日
お お ひ

霊女
る め

貴
むちの

尊
みこと

の第５子、「市
いち

杵
き

嶋
しま

姫
ひめの

尊
みこと

（別名狭依姫
さよりひめ

尊
みこと

）」のことです。 

この方は、広島の宮島（厳島神社）の神様で、福岡の宗像神社にお祀りされておら

れることでも有名な神様ですね。 

應神天皇 
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ちなみに福岡では、沖ノ島（沖津宮）の多起
た ぎ

理
り

姫
ひめの

尊
みこと

、大島（中津宮）の多岐津
た ぎ つ

姫
ひめの

尊
みこと

、そして九州本土（辺津宮）の市杵嶋姫尊は、宗像三３女神とよばれ海上鎮護の神

様であります。 

３女神は、大分の宇佐八幡宮に、八幡様と並んで祀られるなど、多くの神社に海上安

全の神様として祀られている有名な神々です。 

朝鮮半島との往来が盛んであったころ、このあたりの海域は、重要な海路でもあり、

また玄海灘と呼ばれる海上交通の難所でもあったことから、海の守り神として祀られた

ものでしょう。 

 

舞鶴の八幡さんの境内社を簡単に紹介させていただきます。 

「天照皇大神」は、言わずと知れ 

た伊勢の神様大日霊女貴尊です。 

「大川神社」は舞鶴市内の由良川 

沿いにある保食
うけもち

の神で、五穀豊穣、 

養蚕の神様。 

由緒書き 

境内社（天照大神） 
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「稲荷神社」は宇迦
う か の

魂
みたま

（倉
くら

稲
いね

魂
たま

とも呼

ばれる）のことで、豊穣の神様（狐ではあ

りません）。この方は素戔嗚尊の６番目の

お子神です。 

「兵
ひょう

主
ず

神社」は、大穴
おおあな

貴
むちの

尊
みこと

、少彦名
すくなひこな

尊
のみこと

、天
あめの

香山
かやまの

尊
みこと

、恵比寿様を祀った神

社で兵庫県丹波市のものが有名です。 

「愛宕神社」は、火の神様（鎮火の神様）。 

「疫
えき

神
じん

」は病気をはやらす神様ですが、境内社に祀るということは、厄除けの意味が

あるのかもしれません。 

ただ、八幡さんは前述のごとく、外来の疫病神を退治された神様ですから、あるいはそ

の疫病神を追悼する意味なのかもしれません。筆者も初めて目にする神で、詳細はよく

わからないです。 

「北野神社」は、ご存じの北野天満宮（菅原道真公をお祀りする神社）。 

「箭
や

取
とり

神社」は、滋賀県建部神社に代表されるもので、倭
やまと

武
たける

尊
みこと

を祀る神社。武門

武将崇拝が篤い神社です。 

「松尾大社は」、京都嵐山の神社で大山咋
おおやまくい

尊
のみこと

（饒速
にぎはや

日
ひの

尊
みこと

と比定）を祭神とする神

社。 

「乙姫神社」は、宮崎県日南市の神社で、初代神武天皇のお妃だった吾
あび

平津
ら つ

姫
ひめ

を祀る

神社。 

ちなみに、初代神武天皇は日向では伊波礼彦
い わ れ ひ こ

尊
のみこと

と呼ばれていました。大和の大王饒

速日尊の末子伊須気依姫
い す け よ り ひ め

との縁組（大和と出雲九州の統一）が決まり、吾平津姫を娘の

豊受姫
とようけひめ

とともに日南に残して大和入りされ、初代天皇として即位されたということで

す。 

※ 本稿中「應神天皇」の肖像画は、「Ｙａｈｏｏ『応神天皇肖像画』」一覧の中から 

引用させていただきました。 

 

  

境内社（稲荷） 
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編集後記 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により各種行事が取止め、延期或いは計

画の変更となり、業務の支障やストレスなどが出てきておりますが、明けない夜

はないと信じて出来ることから取り組んでいきます。 

この度、会報第130号の発行時期を９月発行から７月発行に変更しました。 

今までの９月発行では、各種委員会、理事会（５月開催）、通常総会（６月開催）、

夏場での海難防止強調運動など３ヶ月程度遅れた情報で読者の皆様には遅すぎた 

感であったため、最新の情報を提供しようという考えから変更したものです。 

これからの発行時期は１月、４月、７月として皆様へ最新の記事を提供してい

きます。 

掲載予定の記事は、 

１月発行：会長からの年頭挨拶、各種委員会、前年度の海難発生状況、 

冬場での海難防止対策、寄稿、連絡事項など 

４月発行：当協会の新年度事業計画及び予算、各種委員会、理事会 

（３月開催）、寄稿、連絡事項など 

７月発行：理事会（５月開催）、通常総会（６月開催）、各種委員会、 

夏場での海難防止強調運動、寄稿、連絡事項など 

を考えております。 

本会報は、年３回の発行で会員相互間の情報交換の場や身近での耳寄りな情報

提供の場として有効なツールとなっています。 

（当協会ホームページには、平成24年第105号から掲載しています。） 

つきましては、会員の紹介記事、資料や情報の提供，寄稿、投稿のご協力をお

願いいたします。 

次回の発行は令和３年１月となります。 

 

 



 

 

 

 

 

「気を抜くな 毎日ちがう 海の顔」 

 

 

 

「不安です あなたの軽い 「大丈夫」」 
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